
日本選挙学会

２００３年度第２回理事会議事録

日 時：平成１５年９月２７日（土） 午後３時～

場 所：慶應義塾大学三田キャンパス 研究棟７Ｆ ７４５号室

議 題：

（２００２年度第５回、２００３年度第１回、及び総会議事録、並びに入会申込書の回覧）

１．各委員会の活動状況について（各委員長）

①企画委員会（配布資料参照）

・河野勝２００４年度研究会担当企画委員長から挨拶、並びに２００４年度研究会企画案に

ついて説明があった。２００４年度研究会では前年度研究会と同数の１１の分科会が設け

られるが、構成は一部異なる（地方部会Ⅰ・Ⅱ→比較部会Ⅰ・Ⅱ）こと、各部会の報告者

・討論者・司会者については調整中であり、またその中には非会員も若干名含まれている

こと、ポスターセッションへの応募者８名はすべて採用するが、２月末締め切りを目処に

再募集を行う予定であることなどが報告された。

②年報編集委員会（配布資料参照）

・池田謙一第１９号担当編集委員長より、下記事項について報告があった。

）書評の進行状況（１１本掲載予定）a
）公募論文の取り扱いについて（論文４本、研究ノート２本が掲載決定）b
）依頼論文について（５本掲載予定）c
）『選挙研究』第１９号の全体像（特集「東西の国政選挙」など）d
）取り下げ論文に対する措置について（審議・決定内容は後段で記述）e
）編集委員会規程改定についてf
）『選挙学会紀要』第１号の投稿・依頼状況について（論文２本、研究ノート１g
本、依頼論文５＋１ ２本）or

）『選挙学会紀要』第２号の募集について（ 月初旬を原稿提出締切とし、早急h 11
に事務局が募集の案内を会員に送付することとした）

・『選挙学会紀要』第２号の編集は引き続き池田委員長が担当し、竹下俊郎次期担当編

集委員長は『選挙研究』第２０号、及び『選挙学会紀要』第３号並びに第４号の編

集を担当することが確認された。

・池田委員長より、編集委員会規程改定案について審議願いたい旨諮られ、審議の結果、一

部修正の上、これを承認した（以下、改定された部分に下線を付したものを記載する）。

（編集委員会）

第１条 日本選挙学会は、機関誌（『選挙研究』『選挙学会紀要』）を発行する

ために編集委員会を置く。

（機関誌）

第２条 機関誌は、原則として年３回発行する。

（構成）

第３条 編集委員会は、編集委員長、副編集委員長、編集副委員長各１名、およ

び編集委員若干名によって構成される。

２ 編集委員長は、理事の中より２名を理事会が選任するものとするが，それぞ

れの編集委員長は，選任した当該理事会が総会によって承認された年度の次年

度と及び次次年度に発行する機関誌の編集をそれぞれ担当するものとする。

３ 編集副委員長は，編集委員長が会員の中より推薦し，理事会が選任する。



４ 編集委員は，編集委員長が会員の中より推薦し，理事会の承認を得るものとす

る。

５ 編集委員長は、編集小委員会を設けることができる。

６ 編集小委員は、編集委員長が会員の中より指名し、理事会が選任する。

７ 編集委員会は、すべての機関誌の編集権を有する。また編集小委員会は、編

集委員会の委託を受けて、編集事務の一部（『選挙学会紀要』編集事務）の

補助を行うこととする。

（任期）

第４条 前条の委員会の任期は、それぞれが選任された日からそれぞれが編集ないし

編集事務を担当する機関誌すべての発行までとする。

（委員長・副委員長・小委員長）

第５条 編集委員長は、編集委員会を主催し、機関誌の編集を統括する。

２ 編集副委員長は、編集委員長を補佐し、編集委員長に事故のある時には、

その職務を代行する。

３ 編集小委員長は、編集委員長の編集事務の一部を補佐する。

（原稿）

第６条 機関誌は，次の２種の原稿によって構成される。

編集委員会が執筆を依頼した原稿a
会員の投稿原稿。ただし，共同研究の場合，執筆代表者は会員でなけれb
ばならない。

（審査）

第７条 提出された原稿の掲載の可否，修正要求などは編集委員会によって決定され

る。

２ 第６条 の投稿原稿は， ，編集委員会に提出するものとし，原稿はb 3 部

原則として返却されない。

３ 投稿原稿の審査のため，編集委員会は専門家に審査を委託する。

４ 投稿原稿の審査は原稿受領日より 6 ヶ月以内に審査を完了しなければならな

い。

（著作権）

第８条 機関誌が掲載する論文の著作権は執筆者本人に帰属するものとする。ただし、

掲載 論文の執筆者が当該論文の転載を行う場合には、必ず事前に本学会事務局

へ連絡することを必要とする。

２ 編集委員は、掲載論文に関し、当該論文が他人の著作権の侵害、名誉毀損の問

題を生じないよう、注意を払う。

３ 機関誌に掲載された執筆内容が第三者の著作権を侵害したと認められる場合、

編集委員会はその侵害から回復する任を負う。また、第三者の著作権を侵害した

ことに伴う不利益は、執筆者がその責任を負うものとする。

（改廃）

第９条 本規程の改廃は、理事会によって行われるものとする。

付 記 本規程は，昭和６２年６月１日より施行される。

改 定 （昭和６３年７月２７日理事会決定）

改 定 （平成９年１２月２０日理事会決定）

改 定 （平成１５年５月１８日理事会決定）

改 定 （平成１５年９月２７日理事会決定）

・小林良彰理事長より、『選挙学会紀要』刊行案について審議願いたい旨諮られ、審議



の結果、これを承認した。出版社は慶應義塾大学出版会とする旨、決定した。また、

刊行日程は以下のように修正された。

奇数号：９月末脱稿・１月下旬納品 偶数号：２月末脱稿・４月下旬納品

③文献委員会

・２００３年６月発行予定（藤井文献委員会担当）であった文献目録については、12

月発送のニューズ・レターに同封することが確認された。

・岩崎正洋２００３年度文献委員長より、会員による業績の自己申告について１２月発送予

定のニューズレターで告知し、回収作業を進める予定である旨、報告があった。また、Ｆ

ＡＸや郵送での申告に加え、メールやＨＰ上での申告を受け付ける案が提起された。

④選挙管理委員会

・和田寛伸選挙管理委員長より、次期理事選挙の準備状況について報告があった。有権者は

３１８名、投票締切日は２００３年１１月１０日であることなどが確認された。また、同

委員長より、理事・監事候補選出規程の改定案について審議願いたい旨諮られ、審議の結

果、これを承認した。同規程に合わせ、編集委員会規程を含む他の規程の文言や体裁（条

文見出しの追加など）の統一を計ることが、和田委員長に一任された。

２．２００３年度総会・研究会の総括について

・河村和徳前大会運営委員長より、２００３年度総会・研究会の総括が行われた。参加者につ

いては延べ２６５名を数えたと報告された。

・申し送り事項として、ＳＡＲＳなどの突発的事由に対する対処、ポスターセッションの運営

方法などが取り上げられた。

３．２００４年度総会・研究会の開催について

・スティーブン・Ｒ・リード新大会運営委員長より、２００４年度総会・研究会の準備状況に

ついて報告があった。大会会場については、当初予定の中央大学後楽園キャンパスから中央

大学多摩キャンパスとする旨、確認された。

４．入会申込者・退会希望者の件（配布資料参照）

・入会申込者・退会希望者の承認について、河野武司事務局長より報告があった。

（平成１５ 年９月２６日現在）

①入会申込みについて

・３名の申し込みがあった。理事会は以下の３名の入会を承認した。

井出知之（東北大学情報科学研究科）、河世憲（韓国・慶北大学）

浜中新吾（山形大学）

②退会について

・理事会は以下の３名の「自己都合」による退会を承認した。

菊井康郎（上智大学）、堀 幸雄（東北文化学園大学）、前田寿一（洗足学園大学）

・他、３名が退会を希望しているが、本年度の会費まで完納しているため、２名の退会につ

いては本年度末とする旨、確認された。

・残る１名については、池田編集委員長より、『選挙研究』第１９号への投稿論文の審査過

程においてに不適切な引用を行った箇所のあることが認められたため、その処分について

理事会で検討するよう諮られ、審議の結果、「日本選挙学会規約」第８条に基づき、本日

付けの退会処分とすることを決定した。これに伴い、同会員の選挙資格も失効した。また、

同様の行為の再発防止のため、この経緯について『選挙研究』第１９号巻頭言、及び『ニ

ューズ・レター』第26号において説明を加える旨、了承された。

③現在会員数について

・上記の移動によって、現在の会員数は５４２名（うち法人会員１社、休会３名含む）とな



った。

５．日本学術会議関係

①科研費の件

・２００３年度は１４０万円の科研費が支給されたこと、２００４年度については今井幹事

が申請手続きの担当者となることが報告された。

②第１９期学術会議の件

・芹澤学術会議前会員より、第１９期の会員選挙について報告があった。政治学分野からは

６名が当選したことが確認された。また、研究連絡委員については、小林理事長が引き続

き務めることが諮られ、承認された。

③その他

・小林理事長より、日本学術会議の代表派遣の制度による助成を受け、芹澤学術会議会員を

本年７月６日～９日の日程でボストンにおいて開催された国際政治心理学会へ派遣したこ

とについて報告があった。

６．その他

①『ニューズ・レター』第２６号について

・河野事務局長より、編集作業の進行状況に関連して、依頼原稿の締め切りは１１月１０日

であること、発行予定は１２月中旬であること、またニューズ・レター内で年報第２０号、

及び『選挙学会紀要』第３号の論文募集を行うことなどが報告された。

②会費の納入状況について（配布資料参照）

・河野事務局長より、２００３年９月２６日現在の会費納入率は６１．７％（前年同時期

５８．４％）であることが報告された。

③その他

・河野事務局長より、日本政治学会加茂理事長からＩＰＳＡ後援の依頼を受けた旨、報告が

あり、後援する事を承認した。

・次回理事会 １２月１３日（土） １４：００～１５：３０

（出席者）小林理事長、浅野、池田、岩崎、岩渕、川戸、川人、河村、桑原、神江、谷、中野、

リード、和田の各理事、平野、森脇の両監事、オブザーバーの河野勝会員、芹澤会員、

及び河野武司事務局長、今井、鬼塚、河崎の各幹事。

以上


